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　今回の 改正 はsoms 条約の 改 正 に よ る もの で あ る が，船

舶 の 健全 性 を 維持 して い くた め に 適 切 な点 検設 備 が 必 要 で

ある こ とは，外航
・
内航 を 問わず変 わ りな い 。しか しなが

ら，航路 が短 く点検頻度 も高い と と もに，何 か不 具 合が 発

生 した場 合 に お い て も対処 し易 い と考えられ る 沿海以 下 の

区域 を航行す る 船 舶 に つ い て は ，こ れ らの 要件 の 軽減が 可

能で ある と判断 され る。こ の た め
， 外 国籍船舶用規則 に つ

い て は ，鋼船規則 CS 編 27章に そ の 旨を明記 して い る。

　日本籍 船舶用 規 則 に つ い て は ，国⊥ 交通 省 の 省令等 の 改

正 に 合わ せ る 形 で ，圃際航海に 従事 し な い 船舶 で あ っ て 沿

海 区域又 は平 水 区域を航行区 域 とす る 油 タ ン カ
ー

及 び国際

航海 に従事 しない ば ら積貨物船 に つ い て は，それ ぞ れ 鋼船

規則 検査 要 liH　CSI ．Ll −L （9）及 び一2．（11）並 び に C35 ．2，1−3．に

よ り， 今回の 改正 で 追加 され た要件 （鋼船規則C 編 35．2又

は CS 編 26，2）の 適用 を免除 して い る 。 （従 っ て ，国際航海 に

従事 しな い 油 タ ン カー
で あ っ て も，総 トン 数 5  0 トン 以 上

の 遠洋区域 又は 近海区域 （限定近 海 を 含む 。）を航 行区域 す

る もの に つ い て は，追加要件が 適 用 され る こ と に な っ てい

る の で，注 意 され た い 。）

13．鋼船規則検査要領 B編及び C 編に お ける改正点 の解説

　　　　　　　（水位検知警報装置の 設置位置）

1．は じめ に

　2004 年 11 月 15 日イ」達 第 51 号 （日本籍船舶用 ） 及 び

Notice　No ．56 （外国籍船舶用） に よ り，鋼船規則検査要領

B 編 及 び C 編 の
一

部が 改正 さ れ た ，，以 「に そ の 内容 に つ い

て 解説する 、、

2．改正 の背景

方向 に お い て ，船体中心線付近又は両舷 とす る こ とが 規定

さ れ て い る が ，『船体中心線付近』に つ い て は解釈 に 幅が生

じる 可 能性が あ り，統
一的 な解 釈 を作 成 す る必 要 性 が 指 摘

され て い た 。 今般，IACSに おい て ，各船 級 にお け る適用 実

績等を踏 ま えた 本件 に 関 す る統
一

解釈が 取 りま とめ られ，

水位 検 知 警報 装 置 に 関 す る統
一

解 釈 SC180に追 加 され る こ

と と な っ た た め，こ れ を参考と して鋼船規 則 検査要領 に 当

該解釈を明 示する こ とと した。

　SOLAS 条約 第XII章第 12規 則 に よ り，2004年 7月 1口か

ら，ば ら積 貨物船 に 対 して 水位検知警報装置の 設置が 要求

され て お り，本 会 規 則 に お い て も，新造船 に つ い て は 鋼船

規則 D 編 13，8．5に ， 現存船 に つ い て は鋼船規則検査要領

B1．1．3−5．（8） におい て ，それぞれ改正 が行 わ れ て い る 。 現

在，貨物倉 に 対す る 水位検知警報装置の 設置位置は，船 幅

3．改正 の 内容

　貨物倉 に 設 置す る 水位 検知 警報装 置 に つ い て ，船体 中心

線付近の 設置位置に 関す る詳細解釈 を，鋼 船 規 則 検査 要領

B1，1．3−5．（8）及 び D13．8．5−2．に明 示 した．

14． 鋼 船規則 B編及 び W 編並びに 関連検 査要領に お ける改正 点の解説

　　　　　　　　　　　　　　　 （船橋視界）

1．は じめ に

　2004年 11月 15 日付規則第 57号及び達第51号〔日本籍船

舶 用 ）並 び に 同 日付 Rule　No．62及 び Notice　No ．56（外国 籍

船 舶 用〉に よ り，鋼 船 規 則 B 編 及 び W 編並 び に 関 連検査要

領 の
一

部 が 改正 された 。以下 にそ の 内容 に つ い て 解説する 。

2．改正 の 背景

2．1　 船の長 さ

　従 来 の SOLAS 条 約 第 V 章 第 22．1規 則 にお い て ，航海船

橋 の 視 界 に 関す る要 件 の 適用 対 象 船 舶 は，同 条 約 第 田 章 第

3．12規 則 に定義 され る 長 さ （鋼船規則 で い う船 の 乾玄用長

さ （Lf）に同じ。 ）が45m 以 ヒの 船舶 と定 め られ て い た 。 こ れ

に 対 し，2002年 12月 に 開催 さ れ た IMO 第76回海上安全委

員会 に お い て ，当該要件の 適 用 対象船 舶の 決 定 に用 い る 基

準が 「乾玄用長 さ （Lf）」か ら基 本設計段階で 確定 され る 「船

の 全 長 （L。 ，）」に 変 更 され，適 用 対 象船 舶が 従来 よ り拡大 さ

れ る こ との な い よ う，そ の 長 さ を 「乾 玄 用 長 さ （Lf）45m 以

ヒ」か ら 「船 の 全長 （L。a ）　55m以上 」とする 同条約 の 改正が採

択 され た。こ の ため ，関連規定の 見直 しを行 っ た 。

2．2 船橋ウイ ン グ か ら の視界に関す る 同等手段
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　2003年 12月 に，特 殊 な設計 に 基 づ い て 建 造 され る 船舶の

船橋視界 に 関 す る IACS統
一

解釈SC　139が 改正 され，船橋

ウ イ ン グ か ら船側を視認 す る ため の 手段 と して ，遠 隔 操作

式 カ メ ラ 装 置 の 使用 が 認 め られ る こ と と な っ た、、こ れ を参

考 と して，当該手段 に関 する要件を定め た。

3．改正 の 内容

3．1　船の 長 さ

　（1）鋼 船 規 則 B 編 2章 2．1．2−1．（1）（x ）及 び畫岡船規 則 W 編 1章

　　 1．1，1 に お い て ，適用対象船舶 を 「全長が 55m 以 ヒの

　　 船舶」と改 め た 。
こ の 際，W 編 に お い て 用い られ て い

　　 た 「船 の 長 さ」の 定義 を 「乾弦用長 さ」か ら
一
般 用 語 で

　　 ある 「船 の 全長」に改 め た ため ，1．1，3 （8）を削除 した 。

　（2）鋼船規則 W 編 2章2．1．1及び検査要領W2 図 2．1，1−1に

　　 お い て ，船 首か ら海面 ま で の 見通 し距離 を 「船 の 全 長

　　 の 2倍又 は 500m 」と改 め た 。

3，2　船橋 ウイ ン グ からの視界に 関する同等手段

　検 査 要 領 W1 と して ，規 則 W 編 2．1．4 に 規 定 され る船橋 ウ

イ ン グか らの 船側 の 視 認 と同等の 手段 と して 認 め られ る遠

隔操作式 カ メ ラ 装 置 に関 する 具体 的 要件を新設 した、，こ れ

は ，船 橋 の 設 計 ヒウ イ ン グが 船側 まで 張 出 した構 造 とす る

こ とが 困 難 な 船舶 に対 し，宅管庁 の 了承 を得 た場 合 に 限 り

特例 と して 適用す る もの で ある 。

15．鋼船規則 B編及 び U編 ， 旅客船規則 ， 関連検査要領並び に船用材料 ・機器等の 承認及 び

　　　　　　　　　　　　　　　認定要領 に おける改正 点の解説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （復原性計算機）

1．は じめ に

　2004年 11月 15日付け規則第62号及び 第66号／達第 56号

及 び 第 60 号 （外 国 籍 船 舶 用 親 則）並 び に 規則第57 号／達第

51 号及 び 第55号 （日本籍船舶用規則）に よ り，鋼船規則B

編及 び U 編，旅客船 規則 （外国 籍 船 舶用 規 則の み ），関連検

査要領並 び に 船用 材 料 ・機 器 等 の 承 認 及 び認 定 要 領 の
一

部

が 改正 さ れ た。以 下，改 正 され た規 則 につ い て 解説す る 。

以 降 に搭載 され る 復 原 性計算機 に 適 川 する こ と とな っ て い

るの に対 し，承認作業等の ス ケ ジ ュ
ー

ル や既 に着工 して い

る 船舶が ある こ と も考慮 し，2005年 1月 1凵以降 に起工 さ

れ る 新造船 の み に 適用 す る こ と と して い る 。（そ の 後，

IACS 統
一・
規則 L5が2005乍7月 1日以降に建造契約が 行われ

る船舶 に搭載 され る復原性計算機 に 適用する よ う改正 され

て お り，実 際 の 適 用 は こ れ に あ わせ る こ と と して い る。）

3．改正 の 内容

2．改正 の背景

　コ ン ピ ュ
ータ の 計算能力向上 及 び廉価化 に 伴い ，船舶 に

お い て も様 々 な情報等が コ ン ピ ュ
ー

タ で 管理 され る よ うに

な っ て い る，t ま た，　
・
部 の 船 舶 で は積付。1算機の 備付 け を

義務付 け て い る こ と もあ り，復 原 性計算 も コ ン ピ ュ
ータで

行 う船舶が 増加 して い る。こ の 場 合，承 認 され た復 原 姓資

料 に 掲載 さ れ て い な い 樹 J状態 に つ い て は，復 原 性 要 件 へ

の 適合 を コ ン ピ ュ
ー

タ に よ る 復原性 。 「算の 結果 に依存す る

傾 向が強 ま り，当該船舶 の 安全 性 を考 え る 時，そ の 計算精

度に も配 慮す る必 要 が あ る 。 IACS で は，こ れ らの 状況 に 鑑

み ，復 原 性 計算機 に 関す る統
一

要件 を検討 し，新た に 統
・

規則 L5 “Onboard　Computer　for　Stability　Calculations”
を

と りま とめ た。こ こ で は，復原 性計算機の 備付け 自体 を要

件化す る こ とは しな い もの の，復原 性資料 を補うもの と し

て 使用 さ れ る積付計算機 につ い て，そ の 計算精度等を規定

し，ソ フ トウ ェ ア と して 承認 を受ける こ と と して い る。こ

の た め本 会 にお い て も，統
一

規則 L5 を参考 に ，鋼船規則 U

編 に 復 原 性 計 算機 に 関す る要什 を規則化す る こ と と した 。

なお規則化 にあた っ て は，上 記統
一

規則 が 2005年 7月 1 日

　復 原 性資料の 備 付 け を鋼 船 規 則u 編 に 明示 し，こ れ を補

うもの と して 使用 され る復 原性計算機 を備える場 合 （船橋，

荷役制御室等で 使 川 す る た め に 復原 性計算機を備 える場 含

又 は船 Lの コ ン ビこL
一

タ に復原性計算用 の ソ フ トウ tL ア を

イ ン ス トール する 場合 をい う。）に つ い て ，当該計算機 に 関

す る 下 記の 要件 を規則化 した n また，こ れ らの 要件 に 適合

す る復 原性 計 算 機 （復 原 ［生計 算用 ソ フ トウ ェ ア ）の 承認に 関

す る事項 及 び検査 に 関 す る事項 を規 定 して い る 。

　（1）復原 性計算機 は ，承 認 され た 復原 性 資料 に従 っ て 作

　　 成 され ，適用 さ れ る 全 て の 要 件 に 関す る 計算 が 実 施

　　 ロ」
．
能なもの とす る こ と。つ まり， 復原 性計算機 の ソ

　　 フ トウ．L ア は，当該船舶 に 適用 される 復原性要件 に

　　 応 じて ，以 下 の 計算機能 を有す る もの とす る 必 要が

　　 ある 、，

　　 （a）タイ プ ユ ：個 々 の 積付状 態 につ い て 非損傷時復原

　　　　性要件 の 適合確認 計算を行える もの とす る。

　　 （b）タ イ プ 2 ： SOLAS 条 約 第 II−1章 B−1部 に規 定 され

　　　　 る 乾貨物船の 区 画 及 び損傷 時 復 原 性 要骨 が適 用 さ

　　　　れ る 船舶 に 搭載される もの にあ っ て は ，非損傷峙
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